
国際ロータリー第２７７０地区 ２０１３～２０１４年度 

会長 小林 光蔵  幹事 中島 賴光  会長エレクト 染谷 宗一 

ＲＩ会長テーマ  「ロータリーを実践しみんなに豊かな人生を」 

クラブ会長テーマ 「ロータリーは常にあなたをみがく」 

 平成２6 年 1 月 23 日 第 1942 回例会  

 

ロータリーソング斉唱  

手に手つないで 

ゲスト・ビジター紹介   

       

会長挨拶                 小林光蔵会長 

 

皆さんこんにちは、先達て

越谷３ライオンズクラブ合同

新年例会に参加しました。越

谷ＬＣ創立３９年会員３２名 

越谷中央ＬＣ創立３１年会員

２８名 越谷平成ＬＣ創立平

成２４年会員２０名。◎例会

は毎週でなく月に２回開催。

◎年会費は１６万～２０万前

後◎開会のテンショーをゴン

グと言い、例会の内容はＲＣ

似通っています。◎ＬＣの歌は応援歌みたいでした。◎ＬＣ

発祥の地はシカゴです。年数もＬＣと同じ同年数です。◎関

東では国際協会３３０－Ａ東京、３３０－Ｂ山梨、神奈川、

３３０－Ｃ埼玉と分け各ガバナーは１名。◎名前を呼ぶとき

は○○ライオン、ライオン○○と呼びます。 

さて、１月も半ばが過ぎて街全体が慌しくなってきました。

心新たにスタートを切れた人もいれば、正月休み気分が抜け

ない人も居るでしょう。この時期に心の緩みから生じる失敗

やトラブルに巻き込まれ、新年を迎えたフレッシュな気分を

台無しにしてしまう事があります。もし失敗してしまったな

らば、と思わずにこれを新年一発目のチャンスと考えスッと

心を切替ていきましょう。マイナスをプラスに転じる三つの

ステップを紹介します。①どこに問題があるのかを掘り下げ

る事②掘り下げた問題点を基にどのように対処すれば良いか

を検討する事。③自分の失敗を心から認め実行に移して行く

事、以上三点です。失敗にきちんと向き合う事で一つの経験

となり今年一年の自己の成長に活かされていきます。今年最

初の失敗は、今年最初のチャンスです。マイナス経験を成長

の糧として、新たなスタートを切っては如何でしょうか。 

以上会長挨拶とさせていただきます。 

 

 

  

 

幹事報告                 中島頼光幹事 

1 越谷北ＲＣより１月２月のプログラムが届いております。 

2 ２０１４年シドニー国際

大会で日本人朝食会の案

内が来ています。出席さ

れる方にコピーをお渡し

致します。 

3 １０回青少年交換委員会

からオリエンテーション

の案内が来ております。

カウンセラーに連絡いた

します。 

4 地区より次年度Ｒ財団補

助金管理セミナーの案内が来ております。次年度会長幹

事にお渡しします。 

5 地区よりＩＡ韓国訪日団の協力お礼が来ております。新

世代委員会さんお疲れ様でした。 

6 来年度、青少年交換（越谷南高校）の四釜莉央さんがア

メリカ（アリゾナ）に派遣されることになりました。  

 

委員会報告 

◇スキー同好会               瀬尾 会員 

  今年度もスキー旅行を計画致しました。 

2/22～23エコーバレースキー場（長野県長和町） 

表彰 

◇ 紹介者バッジの贈呈          

深井良孝 会員 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 第六回米山功労者の表彰  

中尾紘  会員               



クラブ協議会 下半期事業計画 

 委員会                   報告者 

◇クラブ管理運営部門        深井良孝 委員長 

◇ロータリー情報委員会       池田玄一 委員長 

◇地域広報、雑誌委員会       水町俊介 委員長 

◇会員増強維持促進、選考委員会   岡田信昭 委員長 

◇奉仕プロジェクト部門       染谷宗一 委員長 

◇職業奉仕委員会          遠山浩人 委員長 

◇社会奉仕委員会          佐藤陽二  委員 

◇国際奉仕委員会          赤松則宏 委員長 

◇新世代委員会           浅水尚伸  委員 

◇米山記念奨学委員会        石塚一男 委員長 

◇ロータリー財団委員会       奥野明彦 委員長 

◇ＳＡＡ              二川雅之 委員長 

◇創立４０周年記念実行委員会    石田國勝 委員長 

 

卓話               

ロータリー情報委員会 

池田玄一 委員長 

ロータリー理解推進月間に因んで 

 

「１月はロータリー理解推進月間

です。会員にロータリーについて

知識と理解を一層深めてもらい、

同時にロータリアン以外の、一般

市民にもロータリーのことをよく

知ってもらうためのプログラムを

実施する月間です。」と書かれてい

ます。 

「ロータリーの外に向けたＰＲを

行いましょう。」ということだと思

います。海外に向けては来月の「世

界理解月間」がありますから、地

域社会に向けてのプログラムの実施が必要になるのだと思い

ます。 

 

地域社会に向けてのプログラムにおいて、ロータリアン各自

がロータリーのことを理解していなければ、一般市民の方々

に「お金持ち集団の道楽だ」と思われかねません。 

ロータリーを理解するためにはどうすればよいか。インター

ネットの普及している現代は、情報を得ようとすれば幾らで

も得ることは出来ます。ただ、それだけではクラブが行って

いる各種プロジェクトや親睦活動は理解できません。やはり

例会出席が第一義であると思います。同時に各種行事に自主

的参加意識が必要と思われます。 

 

先の（１１月実施）の勉強会で、出席規定の質問がありまし

た。「規定に満たない場合は、その会員としての身分を終結さ

せる」としてあります。厳しいクラブはこれを忠実に実施し

ているクラブもありますが、多くのクラブでは難しいのが現

状ではないでしょうか。クラブの例会出席、諸事業の参加は

非常に大切だと思います。これを解決する方法の一つにメー

クアップ制度の活用があります。他クラブへの出席（出席委

員会さんが主催）、各種クラブ事業への参加（理事会の承認必

要）にメークアップを利用することが必要と思われます。 

私は地区役員として卓話に行くことがあります。そこで感じ

たのは、「ゲスト・ビジターに対しての対応の仕方が随分違う

なあ」と思うことがあります。「概して会員数の少ないクラブ

はゲスト・ビジターの関心度が高く、メンバーが多いクラブ

はリラックスムード」だと思われました。他のクラブへ行く

と当クラブと比べてしまうこともあり、参考にした方が良い

なあと思うこともあります。 

 

理解推進月間は、１９８９年より始まり、比較的新しく制定

された月間です。今月は１９４７年１月２７日にポール・ハ

リスが亡くなった月でもあります。 

ポール・ハリスは、ロータリー創立後３０年が経過した時点

で次のようにスピーチしています。「世界は常に変化している。

ロータリーはこの世界の変化とともに変化し成長して行かな

ければならない。ロータリーの物語は、幾度も書き換えられ

なければならない」と。 

 

いつの時代もその時々の新たな問題が生じます。３年ごとの

規定審議会での変更事項もそのひとつです。しかしながら、

その内容を単に知識として蓄積するのではなく、どうしてそ

のようになったのかを考える必要があります。 

ロータリアンは真にロータリーの理解を深めるべき知識や考

えを持つ努力をしているか。奉仕活動の現状を具体的に深く

認識し、会員同士で共有しているか。社会的な諸問題の現実

をよく認識し、奉仕活動の在り方について今のままで良いか

と検討しているか。ロータリアン同士が、大いに語り合いお

互いの絆を大事にすることが大切だと思います。 

これらをロータリアン一人ひとりが率先して実践すれば、地

域社会の人々にも理解され、クラブ増強にも繋がって行くと

思われます。 

 

新しい会員の方々には、地区セミナー等にも積極的に参加し、

地区役員にも出向して頂き、更なるロータリーの理解を深め

て頂きたいと思います。 

 

個々の委員会活動に関しましては、その委員会にて夫々説明

があると思いますので、一般的なお話とさせて頂きますが、

「ロータリーの友」には毎月「ロータリーとは」の中で「ロ

ータリーの誕生とその成長」、「日本のロータリー」の記事が

現在の会員数以外は全て同じ内容で掲載されています。これ

はロータリアンとしての基本中の基本であり、会員の皆様に

は是非覚えて頂きたい事柄だと思います。次に、「新会員への

オリエンテーション ロータリーへようこそ」を是非読んで

いただきたい。これを読むことによって大凡のことが理解で

きます。そして、「古きをたずねて、新しきを知る」の例えど

うり、過去の文献をあたり、現在の文献を読んでいくと、そ

の時々のロータリーが見えてきて、過去も現在も「ロータリ

ーは常に変化している部分と、過去から現在まで変化してい

ない部分がある。」ということが理解できると思うのです。こ

の理解の仕方が個々に違うのは当然といえば当然なので、こ

れが正解ということはないと思います。折角、高い会費を納

めているのですから、ロータリーを理解し、人間的な理想像

に近づけたら素晴らしい宝になると思います。 



スマイル報告 

☆クラブ協議会下半期事業計画発表有難うございまし

た・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小林会長  

☆昨日のゴルフ楽しかったです。やはり遠山さんが優

勝・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小林会長 

☆ブービー賞を沢山小林会長有難う・・・・・・・・・石田  

☆昨日のゴルフ賞金有難うございました・・・・・・仁多見  

☆二川さんバーディーおめでとうございます・・・・・二川  

☆石田さんまた、東松苑連れて行ってください・・・・遠山  

☆次回鴻ノ巣にて市役所との立会のため欠席します・・池田

（玄）  

☆池田さん卓話有難うございました…中島幹事.染谷.糸賀.

浅水.石川.中尾.瀬尾.水町.清村.田中.本田  

☆前回欠席すみません。出雲大社と伊勢神宮に行ってきまし

た・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・深井  

☆本年も宜しくお願いします・・・・・・・・・・・・奥野  

☆今日も宜しくお願いします・・・・・・・・・・・・岩淵  

☆今年初めての出席です。今年も宜しくお願いします・・ 

･・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・久木野  

☆早退します・・・・・・・・・・・・中野.神谷.佐藤（陽）  

☆早く暖かくなりますように・・・・・・・・・・・・土井  

☆ノロウイルス、インフルエンザに注意しましょう。病院

へ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・赤松  

☆近く出席委員会を開催させて頂きます、その節は宜しくお

願い致します・・・・・・・・・・・・・・・・・・・加藤 

 

出席報告 

例 会 日 平成２６年１月２３日 

会 員 数    ５２名 出席   ２８名 

出席免除者     ６名 欠席   ２４名 

出 席 率  ５７．１％ 前々回 MU  名 

M U 修正率      ％ 会報担当：久木野 

 

――――― クラブプロフィール ――――― 

☆姉 妹 ク ラ ブ 国際ロータリー第3460地区 

         台中南区扶輪社（中華民国台中市） 

☆例 会 日 毎週木曜日（PM0：30～1：30） 

☆例会場・事務局 〒343-0842 

         越谷市蒲生旭町10-14中野ビル 2階 

         TEL 048－987-5761 

         FAX 048－987-5762 

             E-mail info@koshigayasouth-rc.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インターアクト韓国学生訪日団受け入れ（1/11～16） 

越谷南高校インターアクト部の顧問と部員と韓国学生 

 

越谷南高校インターアクトクラブ （習字体験） 

 
ホームスティ韓国学生・浅水ファミリーとカラオケ

 

ハイキング同好会（1/11）隅田川七福神巡り 

 

mailto:info@koshigayasouth-rc.jp

